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、楽しければ
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を発見する機会
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かなあと
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ベースに、個人の好きなものと社会にとって有用なもの、好ましいものとかが
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うまく結びつくことができたときに
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楽しいことで国民は旅をすべきだ
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と訴えています。今度は 1990年代のＣＭを
見て頂きましょう。20年ほど経つと内容が大きく変わってきます。
〈鉄道を介した遠距離恋愛の様子を映した映像が流れる〉
　この映像は九州では放送されていなかったかと思いますが、ＣＭづくりの視
点が社会の価値から個人の価値に移ったということがお分かりいただけるで
しょう。「距離に試されて二人は強くなる」そうです。当時、遠距離恋愛とい
うのが流行っていました。業務命令でどちらかが転勤してしまうと遠距離恋愛
をせざるを得ない。そうすると、遠距離恋愛という個人の状態を捕まえて、そ
こに観光産業がアプローチをしていく、という支援が生まれました。さらに、
去年……
〈ＪＲ東日本の新幹線新青森延伸のＣＭ映像が流れる〉
　ちょっとはっきり見えなかったかもしれませんね。失恋したら旅にでようと
書いてあるんです。先ほどのＣＭよりももっと、個人の内面に入っていく、こ
の企業は個人の内面に入って物語化した状態、わたしの人生を振り返りたいな
あという、そういう個人にアプローチをしています。明らかに産業は、社会
の関心から個人へという大きな動きをみせたわけです。このように考えてくる
と、今回の震災というのは、わたしたちはいったい社会的価値は何かというこ
とを、問い返しているようにも思えます。
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　わたしたちの中で、個人との問題でどう解決するか、花見のケースを思い出
して、わたしたちはもはや社会的価値だけでは、たとえばエコツーリズムだけ
では我々は観光をのばすことはできない。それだけにかけることはできない。
どうやってわたしたちは、自分たち個人の中に、新しい観光を見出していかな
ければいけないのか。そういうことを訴えているように思えます。
　最後に本日の私の話の全体をもう一度、整理をしてみましょう。トマス・クッ
クが登場することによって、社会的な価値を志向するような観光が生まれまし
た。当然、その対向に俗悪なものが生まれてきます。しかし、一生懸命努力し
て、たとえば静の観光を伸ばそうとしたり、あるいは持続可能な観光を伸ばし
たりして次第に邪悪なもの、俗悪なものをなくしていきます。一方、インター
ネットが普及することによって、個人というものが注目されるようになり、個
人は旅行の主体であった、しかし、個人にとって嫌なものがいっぱい旅行の中
にあったにも関わらず、それを整理して、たとえば社会の価値を求めようとす
るものから、個人の自分らしさを表現するというものを求めようとするものま
で、人とのつながりをうまくつくることによって新しい動きを作り出す、そう
いうように世の中は動いています。
　今回の震災と観光との関係は、個人と社会の調和の中に生まれてきているの
で、みんながボランティアに行こうとしている、あるいはボランティアに行っ
た人たちが戻ってきて、再び彼らとインターネットを使って花見の問題とか、
自動販売機の問題を、話し合いながら、そういう新しい動きを社会の中に創り
出していくことになります。
　我々は大学で観光教育をしますが、かつての観光教育、それは社会の価値、
それと観光がどのようにリンクしていけばいいのかということを専ら教えてき
ました。わたしもそうでした。その一環として、産業の中でどう働くのか、産
業の理念とは何なのか。こういうことを学んできました。しかし、それだけで
は十分ではありません。どのようにして個人の旅に対する思いと社会の価値を
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調和させるのか、その技術はどうあったらいいのか。
　ということを大学は学生に教えなければなりません。同時に学生の諸君は、
確かにインターネットに使う金は大きいかもしれない。服飾に使う金も大きい
かもしれない。しかし、どのようにしたら自分らしい旅を創り出すことができ
るのかという自己研鑽をしなければいけません。
　私たちの大学の例を見ますと、観光学部の学生はだいだい 2年生ぐらいまで
に 80%は海外旅行をします。しかし、経済学部の学生は、2年生までに 30%
くらい海外旅行をすればいいくらいでしょう。次第に旅行というのは、黙って
いるとしないものになります。ぜひ、国際関係学部のみなさんは自分を奮い立
たせてでも、旅行をし、世界の人とふれあい、なおかつインターネットを通じ
て、ほかの人たちとどういう旅をすればいいのか、旅はどういうものが楽しい
のかについての話をしてもらいたいと思います。どうですか、みなさん。観光
と言うものに対する見方が少し変わりましたか。観光はもはや観光産業が提供
するものだけではありません。社会が観光に対してどう取り組むのか、社会の
なかに起こっている新しい動き、それをどうやって広めていくのか、そこのと
ころが実は大きな課題となっています。どうもご清聴ありがとうございました。
